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IQVIA ラボラトリーズ 休業スケジュール 

IQVIA ラボラトリーズでは、輸送業者が「配送不可」の日程および弊社の営業日につきまして、祝日に先立って

詳細情報を提供しています。情報はポータルでご確認いただけます。 

施設では、休業日に関するメモおよび被験者ビジットの予定を確認し、検体の発送が必要となる被験者ビジット

について、代替計画を立てることが推奨されます。 

検体の発送が必要となる被験者ビジットが休業日に予定されている場合 

 

• IQVIAラボラトリーズから提供される FedEx (TNT) またはMarkenの検体集荷スケジュールを確認し、

すべての部門（検体受領部および検査部設）が休業するのか、または最小限の人員で稼働されるのか

を確認お願いします。 

• 休業日以外にビジットを変更できない場合は、治験依頼者や CRA と協議します。 

• FedEx（TNT）またはMarkenに事前に確認し、該当の日に集荷および配送が可能かどうかを判断しま

す。 

• CRA または弊社プロジェクトマネージャーと協議し、代替の集荷予定を立てます。  

祝日の集荷には追加料金ならびに割増料金が適用される場合があり、費用は試験に請求されます。 

地域の休日または国際的な祝日の前に配送が可能かどうかを確認するために、FedEx (TNT)、Marken、また

は弊社プロジェクトマネージメントチームまでご連絡ください。 

さらに、ラボや国ごとに特定の「集荷不可日」が設定されている場合があります。検体採取に先立って、集荷不

可日のスケジュールについて弊社プロジェクトマネージメントチームに確認してください。 
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輸出入要件 – 日本 

輸入要件 

日本で検査キットを国内に輸入するためには、輸入許可書が必要となります。輸入許可書は、治験依頼者また

は治験依頼者の代理として業務を行う第三者が取得責任を負います。許可書を申請する個人または企業は、許

可書が必要な国に所在している必要があります。許可書取得までの一般的な期間は 2 ~ 4 週間となります。弊

社では、試験期間全体で必要な検査キットの内容を詳細に記載したパッキングリストおよびコマーシャルインボ

イスを提供し、取得を支援します。 

輸出要件  

診断用検体を日本から IQVIAラボラトリーズへ輸出には輸出許可が必要です。IQVIAラボラトリーズは、検体

の種類や推定輸出量に関する情報を提供することで支援します。 
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標準およびプレミアム輸送サービス 

標準の輸送業者は最も一般的に利用されており、施設と IQVIAラボラトリーズ間の検体輸送の大部分を担当し

ています。 

試験の必要性に応じて、治験依頼者が IQVIAラボラトリーズに依頼し、施設で利用する輸送業者にMarkenの

プレミアムサービスを利用できるよう設定する場合があります。プレミアムサービスにおける集荷予約および集

荷のプロセスは、標準の輸送業者とは異なりますのでご注意ください。 

弊社プロジェクトマネージメントチームは、ポータル、CRA、または治験依頼者 を通じて該当の輸送業者に関す

る情報を含めたドキュメント (スターターパック) を施設へ提供します。 

標準輸送業者 

日本における標準の輸送業者は FedEx (TNT) です。 

IQVIAラボラトリーズのプロジェクトマネージメントチームは、ポータル、CRA、または治験依頼者 を通じて該当

の輸送業者に関する情報を含めたドキュメント (スターターパック) を施設へ提供します。 

常温および冷蔵発送: FedEx (TNT) を利用して常温および冷蔵で検体を発送する際に必要なすべての資

材は、 FedEx (TNT) が施設へ提供します。航空貨物運送状 (Air Waybill [AWB]) が必要な場合は FedEx 

(TNT) に再注文してください。 

常温発送用ボックスは、集荷当日に FedEx (TNT) が持参します。冷蔵発送用ボックスは、集荷日より前に

施設へ送るか、または集荷当日に持参します。冷蔵検体についての集荷依頼の締切は、常温検体や凍結

検体の締切と異なりますのでご注意ください。冷蔵検体の集荷依頼は、集荷の 2 営業日前の 12 時が締切

となります。 

凍結検体: FedEx (TNT) を利用して凍結検体を発送する際に必要なすべての資材は、集荷当日に FedEx 

(TNT) が持参します。 

輸送業者に常温、冷蔵、または凍結検体の集荷を依頼する際は、発送に使用する事前印字済みの AWB

番号をご用意ください。 

FedEx (TNT) 集荷依頼手順  

集荷を依頼するには、IQVIAラボラトリーズのプロジェクトマネージメントチームが提供する輸送業者の集荷依

頼に関する情報 (スターターパック) をご確認ください。 

最終集荷依頼時間および最終集荷時間を確認することが重要です。情報は輸送業者の検体集荷依頼フォーム

に記載されています。 
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集荷当日 

• 凍結検体のみ: 輸送業者がドライアイスの入ったボックスを持参します。発送の手順については「発送ガ

イダンス」をご確認ください。 

• 全ての発送方法: 「発送ガイダンス」で必要な手順をご確認ください。 

プレミアムサービス (Marken) 

Marken プレミアムサービスを使用するよう設定された施設には、IQVIAラボラトリーズのプロジェクトマネージメ

ントチームが Marken スターターパックを提供します。このスターターパックはポータル、CRA、または治験依頼

者を通じて施設へ提供され、集荷依頼フォーム、および輸送時間や集荷依頼の締切時間の情報などが含まれ

ています。なお、施設の担当 CRA も、Marken よりスターターパックのコピーが電子メールで直接提供されるこ

とがあります。 

すべての梱包資材および書類 (航空貨物運送状、コマーシャルインボイスなど) は Marken より提供されるた

め、IQVIAラボラトリーズにご注文いただく必要はありません。 ただし、一般的な梱包手順につきましては、本発

送ガイドの「発送ガイダンス」でご確認いただけます。 

Marken 集荷依頼手順 

スターターパックに含まれている回収依頼フォームを使用して、Marken のカスタマーサービスに集荷を依頼しま

す。連絡先情報は回収依頼フォームに記載されています。 

Markenは、集荷依頼の受領をメールまたは FAXで施設にお知らせし、自社システム内で予約を処理します。

その後、参照番号が発行され、施設にも共有されますので、確認にご利用ください。 

集荷当日 

Marken の担当者が、依頼された検体集荷日時に施設へ伺います。 

担当者は梱包用の資材、および必要に応じてドライアイスを持参します。また、施設で使用する航空貨物運送状

も併せて持参します。 

• 注: 当日集荷の依頼については、担当者が航空貨物運送状を所持していないことがあります。その場合

は、現地の Marken 施設に荷物が到着した際に運送状を貼付します。 

 

 Marken の担当者は、検体の梱包時にカスタムズインボイスを荷物に同封します。 

また、必要な輸送時間内に送り先の国へ到着するよう、Marken で輸出準備をします。 
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発送ガイダンス 

IQVIAラボラトリーズのプロジェクトマネージメントチームは、試験で使用する輸送業者の集荷予約および連絡

先の情報を提供します。これらの情報は、ポータルの「 Document Center」内で確認でき、さらに試験特有の検

体採取、処理、および発送に関する追加資料も掲載されています。 

IATA 要件 (施設で検体の梱包をおこなう場合に適用されます) 

IATA（国際航空運送協会）の危険物規則に準拠するため、発送者である施設は、IATA危険物規則の要件に従

って、貨物の梱包、マーキング、ラベル貼付、および航空貨物運送状（AWB）への申告を行う責任があることに

ご注意ください。輸送業者は、施設担当者の立ち会いのもとで梱包した貨物および発送書類を確認し、誤りがあ

った場合には、必要な修正を行うよう案内します。 

重要: IATA のラベルがいかなる形でも覆われていないようにすることが重要です。航空貨物運送状やインボイ

スを荷物に貼り付ける際には注意してください。IATA のマーキングが一部でも覆われている場合、貨物が拒否

される可能性があります。 

コマーシャルインボイス/ カスタムインボイス要件 (国内発送には適用されません) 

発送にコマーシャルインボイスやカスタムズインボイスが必要な場合は、提供された印字済みインボイスを確認

のうえ署名してください。輸送業者はインボイスのコピーを書類用ポーチ入れて、箱に貼り付けます。担当者にコ

ピー1部を渡し、もう 1部は施設で保管してください。 

検体の発送についてご不明な点等ありましたら、スターターパックまたは検体集荷依頼フォームに記載されてい

る情報より輸送業者にご連絡ください。 

常温および冷蔵検体 

ゲルパックの使用方法 (試験で使用している場合にのみ該当) 

注: 試験で追加のゲルパックが必要な場合は、ポータルよりご注文いただけます。 

常温発送用のゲルパック 

ゲルパックは、現地の外気温によって冷蔵または室温で使用する必要があります。 

 

ごとに気温や季節の変動が異なるため、ゲルパックの使用方法については以下のガイドラインをご参照くださ

い。 

注： 輸送業者によってゲルパックの使用方法が異なる場合がありますので、輸送業者のスターターパックまた

は検体採取の手順を確認してください。 
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外気温が 25℃（77°F）以上の場合 

 

外気温が 25℃（77°F）未満の場合 
ゲルパックを冷蔵します。 

 
注: ゲルパックの使用前に 24 時間冷蔵してください。 

ゲルパックは室温で保管したものを使用してください  

(冷蔵しないでください)。 

冷蔵発送用のゲルパック 

冷蔵検体の発送には、冷却および凍結された両方のゲルパックを使用するため、ゲルパックの一部は冷蔵庫と

冷凍庫の両方に保管してください。 

注: ゲルパックを保護カバーから分離する必要はありません。 

凍結ゲルパックの準備 

• ゲルパックを-20℃に設定された冷凍庫に入れます。 

• 使用前に 72 時間冷凍庫でゲルパックを凍結します。 

注: この手順から逸脱すると、ゲルパックの断熱性能が変化する可能性があります。 

• 使用前に、ゲルパックを室温で最低 30分放置します。 

 

冷蔵ゲルパックの準備:  

• ゲルパックを 2℃～8℃に設定された冷蔵庫に入れます。 

• 使用前に 72 時間冷蔵庫でゲルパックを冷蔵します。 

注: この手順から逸脱すると、ゲルパックの断熱性能が変化する可能性があります。 

 

凍結検体 

注： 輸送業者によってゲルパックの使用方法が異なる場合がありますので、輸送業者のスターターパックまた

は検体採取の手順を確認してください。  



 

 

IQVIA Laboratories “How To” Guide – Shipping Samples Japan, V01 January 2026  8 

 

常温検体の梱包手順 – FedEx (TNT): 

ステップ 1) ~ 4) および 12): の実施者：施設 

1) 適切な試験のキットを選択します。  

 

 

 

2)  依頼書に必要事項をすべて記入します。 

 

 

 

3) 検体の採取および遠心分離を行った後、適切な移送管に移します (該当する場合)。 

4) 常温検体と検査依頼書を、検体の適切な温度帯を示して FedEx (TNT) に渡します。          

 

 

 

 

ステップ 5) ～ 11) および 13) の実施者： FedEx (TNT) 

5) 渡された検査依頼書と FedEx (TNT) 運送状に記載されたプロトコール名が、 EOF (電子メール集荷依

頼票) と一致していることを確認します。 

 

 

 

 

6) 検査依頼書の枚数と検体の本数を数え、数量を FedEx (TNT) 運送状に記入します。 
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7) 検査依頼書に記載のアクセッション番号と被験者番号が検体ラベルのものと一致しているかを確認し、 

検体を吸収性チューブホルダーに収納します。 

            

 

 

 

8) チューブホルダーを検体発送用バッグ (SSB) に入れ、封をします。検査依頼書と FedEx (TNT) 運送状 

を SSBの裏ポケットに入れます。 

 

 

 

 

9) SSB を、底と蓋の裏側に蓄冷剤 / 蓄熱剤を設置した常温検体集荷ボックスに収納します。 

       

 

 

10) 検査依頼書と検体の数量が、EOFに記載の数量と一致するか確認します。相違がある場合は、施設担

当者に確認します。 

 

 

 

 

11) 記入漏れがないことを確認し、日時を記入して署名したのち、施設担当者に署名を依頼します。 

 

12) 施設は提出した検体本数と FedEx (TNT) 運送状に記載された本数が一致していることを確認し、署名

し、控えを受け取ります。 
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13) 輸送: 指定された拠点で輸送用ボックスに詰め替え、IQVIAラボラトリーズへ配送します。一部の地域で

は、検体は輸送用ボックスで集荷されることもあります。 

 

 

 

 

 

冷蔵検体の梱包手順 – FedEx (TNT): 

ステップ 1) ~ 4) および 12) の実施者：施設 

1) 適切な試験のキットを選択します。  

 

 

 

2)  検査依頼書に必要事項をすべて記入します。  

 

 

 

 

3) 検体の採取および遠心分離を行った後、適切な移送管に移します (該当する場合)。 

 

4) 冷蔵検体 と検査依頼書を、検体の適切な温度帯を示して FedEx (TNT) に渡します。 

          

 

注: 冷蔵検体の集荷依頼の締切りは、常温検体や凍結検体の締切りとは異なります。集荷依頼の締切

りは集荷日の 2 営業日前の 12:00 までです。冷蔵検体の発送用ボックスは、集荷までに FedEx (TNT) 

から施設へ送付、または集荷日に持参します。 

 

詰替 
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ステップ 5) ~ 11) および 13) の実施者： FedEx (TNT) 

5) 渡された検査依頼書と FedEx (TNT) 運送状に記載されたプロトコール名が、 EOF (電子メール集荷依

頼票) と一致していることを確認します。 

 

 

 

 

6) 検査依頼書の枚数と検体の本数を数え、数量を FedEx (TNT) 運送状に記入します。 

7) 検査依頼書に記載のアクセッション番号と被験者番号が検体ラベルのものと一致しているかを確認し、 

検体を吸収材付きのチューブホルダーに収納します 

 

 

 

 

8) チューブホルダーを検体発送用バッグ (SSB) に入れ、封をします。検査依頼書を SSBの裏ポケットに

入れます。冷蔵は TNT送り状を収納しません。 

. 

 

 

 

9) SSB と検査依頼書の入ったバブルラップを、検体発送用ボックスに入れます。このボックスには 1 症例

の検体のみを入れます。 
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10)  中箱と保冷剤を冷蔵発送用ボックスに入れ、コンテンツリストを発泡スチロールの蓋の上に置きます 

 

 

 

 

11) 記入漏れがないことを確認し、日時を記入して署名したのち、施設担当者に署名を依頼します。 

12) 施設は提出した検体本数と FedEx (TNT) 運送状に記載された本数が一致していることを確認し、署名

し、控えを受け取ります。 

            

13) 発送用ボックスの蓋を閉め、FedEx (TNT) 運送状をビニールポケットに収納して貼付します。ボックスに

油性マジックで FedEx (TNT) 運送状番号を記入します。 
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凍結検体の梱包手順 – FedEx (TNT): 

ステップ 1) ~ 4 ) および 12) の実施者： 施設 

1) 適切な試験のキットを選択します。  

 

 

 

2)  検査依頼書に必要事項をすべて記入します。  

 

 

 

3) 検体の採取および遠心分離を行った後、適切な移送管に移します (該当する場合)。 

4) 凍結検体と検査依頼書 (該当する場合) を、検体の適切な温度帯を示して FedEx (TNT) に渡します。 

          

 

ステップ 5) ~ 11) および 13) の実施者： FedEx (TNT) 

5) 渡された検査依頼書と FedEx (TNT) 運送状に記載されたプロトコール名が、 EOF (電子メール集荷依

頼票) と一致していることを確認します 

 

 

 

 

6) 検査依頼書の枚数と検体の本数を数え、数量を FedEx (TNT) 運送状に記入します。 
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7) 凍結検体と併せて検査依頼書が提出された場合は、検査依頼書はバブルラップに収納します。検体 と

検査依頼書 (提出された場合) を、吸収材シート入りの SSBに収納します。 

            

 

 

 

8) SSBの裏ポケットに FedEx (TNT) 運送状を収納します。 

 

 

 

 

9) SSBを凍結用ボックスに入れ、その上に 3.5kgのドライアイスを詰めてください。 

        

 

10) 検査依頼書 (提出された場合) と検体の数量が、EOFに記載の数量と一致するか確認します。相違が

ある場合は、施設担当者に確認します。 

 

 

 

 

 

11) 記入漏れがないことを確認し、日時を記入して署名したのち、施設担当者に署名を依頼します。 
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12) 施設は、FedEx (TNT) に提出した検査依頼書の枚数（提出された場合）と検体の数量が、 FedEx 

(TNT) 運送状に記載された本数と一致していることを確認し、運送状に署名し、控えを受け取ります。 

 

 

 

 

13) 輸送: 指定された拠点で輸送用ボックスに詰め替え、IQVIAラボラトリーズへ配送します。一部の地域で

は、検体は輸送用ボックスで集荷されることもあります。 

 

 

 

 

常温検体の梱包手順 – Marken: 

ステップ 1） ~ 5）、8） および 10） の実施者: 施設 

1) 適切な試験のキットを選択します。 

 

 

 

 

2)  検査依頼書に必要事項をすべて記入します。  

 

 

 

3) 検体を採取して遠心分離した後、適切な移送管に移します (該当する場合)。検体を吸水性チューブホ

ルダーに収納します。 

 

 

 

 

詰替 
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4) 必要事項を記入した検査依頼書のコピーをバイオハザードバッグの後ろのポケットに入れます。バイオ

ハザードバッグは封をしないでください。チューブホルダーに収納された管の数を Marken が確認しま

す。 

                                                             

5) Markenが管の本数を確認した後, 施設担当者はチューブホルダーをバイオハザードバッグに収納し、

封をしてから Markenに渡します。                                                                                                                                                    

 

ステップ 6）、7）、および 9） の実施者: Marken 

6) 検体の入ったバイオハザードバッグをゲルパックで挟み込むようにします。 

 

 

               

7) ゲルパックに挟まれたバイオハザードバッグをバブルラップ (袋) にまとめて収容し、Marken 発送用ボッ

クスに収納します。航空貨物運送状は集荷当日に Marken が持参します。 

                      

 

 

 

 

8) Markenが発送用ボックスの蓋を閉じ封をします。  
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9) 施設担当者は航空貨物運送状に日付を記入・署名、航空貨物運送状をMarkenに渡します。Marken

署名済みの航空貨物運送状のコピーを受け取り、施設で保管します。  

 

 

 

10) Markenは署名済みの航空貨物運送状を輸送用ボックに貼付します。 

 

冷蔵検体の梱包手順 – Marken: 

ステップ 1) ~ 5)、8) および 10) の実施者: 施設 

1) 適切な試験のキットを選択します。  

 

 

 

 

2)  検査依頼書に必要事項をすべて記入します。  

 

 

 

 

3) 検体を採取して遠心分離した後、適切な移送管に移します (該当する場合)。検体を吸水性チューブホ

ルダーに収納します。検査依頼書に記載されているアクセション番号が、検体ラベルに記載されたもの

と一致しているかを確認します。 
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4) 必要事項を記入した検査依頼書のコピーをバイオハザードバッグの後ろのポケットに入れます。バイオ

ハザードバッグは封をしないでください。チューブホルダーに収納された管の数を Marken が確認しま

す。 

                                                       

 

5) Markenが管の本数を確認した後, 施設担当者はチューブホルダーをバイオハザードバッグに収納し、

封をしてから Markenに渡します。     

 

ステップ 6)、7)、および 9) の実施者: Marken 

6) 輸送用ボックの準備 

        

7) 発送用ボックスの中にゲルパックと仕切りを入れます。検体の総本数を数えます（施設は手順 5を参

照）。袋を閉じて下図の赤い点線上に置きます。その上に仕切りを置いて、残りのゲルパックを置きま

す。航空貨物運送状は集荷当日に Marken が持参します。 

 

 

 

 

8) 施設担当者は航空貨物運送状に日付を記入・署名、航空貨物運送状を Markenに渡します。 
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9) 内蓋を閉じて梱包を完了し、航空貨物運送状に署名します。その後、航空貨物運送状のコピーを 

Marken が施設担当者へ渡し、署名された航空貨物運送状を発送用ボックスに貼付します。  

 

 

 

 

 

10) 署名済み航空貨物運送状のコピーを施設で保管します。  

 

 

 

凍結検体の梱包手順 – Marken:  

ステップ 1) ~ 5)、8) および 10) の実施者: 施設 

1) 適切な試験のキットを選択します。  

 

 

 

 

2)  検査依頼書に必要事項をすべて記入します。  

 

 

 

 

3) 検体を採取して遠心分離した後、適切な移送管に移します (該当する場合)。移送管を吸水性チューブ

ホルダーまたはクライオボックスに収納します (提供されている場合)。 
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4) 必要事項を記入した検査依頼書のコピーをバイオハザードバッグの後ろのポケットに入れます。 バイオ

ハザードバッグは封をしないでください。チューブホルダーまたはクライオボックスに収納された管の数

を Marken が確認します。 

                                                                 

5) Markenが管の本数を確認した後, 施設担当者はチューブホルダーまたはクライオボックスをバイオハ

ザードバッグに収納し、封をしてから Markenに渡します。 

 

ステップ 6)、7)、および 9) の実施者: Marken 

6) バイオハザードバッグ とドライアイス (6 kg) を発送用ボックスの底に入れます。一括輸送する場合は、

複数のバイオハザードバッグ またはクライオボックス (提供されている場合) を 1 つの発送用ボックスに

入れることができます 。梱包は Marken が行います。 

 

 

 

 

7) 断熱保冷運搬容器の発泡スチロールの蓋を閉めます。記入済みの検査依頼書のコピーを発泡スチロー

ルの蓋の上に置き、必要に応じて蓋のフラップをテープで留めます。 航空貨物運送状は集荷当日に 

Marken が持参します。 

 

8) 航空貨物運送状に署名し、日付を記入のうえ  Marken に渡します。 

 

 

 

 

 

 

 

ドライアイス      

 
検体 
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9) 内蓋を閉じて梱包を完了し、航空貨物運送状に署名します。その後、航空貨物運送状のコピーを 

Marken が施設担当者へ渡し、署名された航空貨物運送状を発送用ボックスに貼付します。 

 

 

  

 

10) 署名済み航空貨物運送状のコピーを施設で保管します。 
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航空貨物運送状 (AWB) の記入例  

FedEx (TNT) 常温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

PACK IN ACCORDANCE WITH IATA PI650 

BIOLOGICAL SUBSTANCES 

CATEGORY B, UN3373__PACKAGES 

署名と日付 

送信者参照番号が、治験文書の表紙に記載

されているプロトコール名と完全に一致してい

ることを確認してください。  

一致していない場合は、正しいプロトコール名

に修正してください。  運送状番号 (AWB) 

 () 

集荷日時を確認するため、FedEx（TNT）のEOF (電子

メール集荷依頼票) をメールで送信してください。FedEx

（TNT）の情報や注意事項は、EOFまたはスターターパ

ックに記載されています。  
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FedEx (TNT) 凍結検体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

送信者参照番号が、治験文書の表紙に記載

されているプロトコール名と完全に一致してい

ることを確認してください。  

一致していない場合は、正しいプロトコール名

に修正してください。  

 

集荷日時を確認するため、FedEx（TNT）のEOF (電子

メール集荷依頼票) をメールで送信してください。

FedEx（TNT）の情報や注意事項は、EOFまたはスタ

ーターパックに記載されています。  

PACK IN ACCORDANCE WITH IATA PI650 & PI904 (CLASS 9 DRY ICE UN1845) 

BIOLOGICAL SUBSTANCES CATEGORY 

B, UN3373__PACKAGES 

運送状番号 (AWB) 

 () 

署名と日付 
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FedEx (TNT) 常温/凍結検体のコマーシャルインボイス  

(国内発送には適用されません) 

FedEx (TNT) より提供された事前印字済みのコマーシャルインボイスのみを使用してください。

 

 

 

 

 

air waybill at 

perforated line. 

1. 運送状番号を記入してください。 

2. 同時に発送する荷物の数を記入してください。 

3. 発送する検体の重量 (mL) を記入してください。特定の検体について、採取しなかった場合

は「NA」と記入してください。例えば、尿検体のみ発送する場合、血液、血清、その他体

液、生検は「NA」と記入してください。 

4. 荷物の総量をキロ単位で記入してください。 

5. 署名してください。 

6. 日付を記入してください。 

1 

2 

3 

4 

6 
5 
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Marken 常温 / 凍結検体 

(詳細は Markenスターターパックに記載されています) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Marken の連絡先は、スターターパック

に記載の情報をご確認ください 

凍結発送のみ:  

ドライアイスの量をキロ単

位で記入してください。   

運送状番号 (AWB) 

 () 

 

署名と日付 
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Marken 常温 / 凍結検体のプロフォーマインボイス 

（国内発送には適用されません）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

indicate “NA” if a particular sample is not  collected, i.e. if 
only Urine sample  is to be sent, indicate “NA” for Blood 
and Serum. 

2. Date the performa invoice. 
3. Indicate the air waybill number. 
4. Sign the Performa invoice. 

1. 発送する検体の重量 (mL) を記入してください。特定の検体について、採取しなかっ

た場合は「NA」と記入してください。例えば、尿検体のみ発送する場合、血液および血

清は「NA」と記入してください。 

2. 運送状番号を記入してください。 

3. 日付を記入してください。 

4. 署名してください。 

1 

3 4 

2 
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改訂ログ 

日付 / バージョン ページ  改訂内容 備考 

バージョン 01 

2026 年 1月 

該当なし 初版のため該当なし  

 


